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科学者委員会男女共同参画分科会 

Gender Summit 10 フォローアップ小分科会（第 24 期・第１回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成 30 年 5 月 17 日（木）13 時 00 分～15 時 00 分 

 

２ 場 所 日本学術会議 6-C(2)会議室（6階） 

 

３ 出席者 

伊藤公雄委員、三成美保委員、松尾由賀利委員（ビデオ出席）、 

藤井良一委員、渡辺美代子委員、髙橋裕子委員、伊東昌子委員、行木陽子委員 

 

４ 配布資料 

 資料１  Gender Summit 10 フォローアップ小分科会委員名簿 

資料２  Gender Summit 10 フォローアップ小分科会設置提案書 

資料３  学術フォーラム「ジェンダー視点が変える科学・技術の未来」 

     プログラム案 

資料４  学術フォーラム「ジェンダー視点が変える科学・技術の未来」 

     ポスター案 

 

５ 議題 

（１）役員の選出について 

 委員長に渡辺委員、副委員長に松尾委員、幹事に行木委員がそれぞれ選任された。 

 

（２）学術フォーラム「ジェンダー視点が変える科学・技術の未来」について 

 平成３０年６月１４日（木）に開催される日本学術会議主催学術フォーラム「ジェンダ

ー視点が変える科学・技術の未来～GS10 フォローアップ～」について、報告やパネルディ

スカッションの内容等の方向性が確認されるとともに、以下の事項が決定した。 

 ・人文社会系の学協会の表記方法について、確認の上、修正すること 

 ・当日１０時～１２時に小分科会を開催し、学術フォーラムの内容等の最終確認を行う

こと 

 ・当日１２時～パネリストとファシリテーターの打合せを開催すること 

 ・パネルディスカッションについては、フロアからも意見を聴収すること 

 ・Gender Summit 10 の時と同様に『学術の動向』への特集等の掲載を依頼すること 

 

（３）今後の展開について 

 学術フォーラム終了以降の活動として以下のような提案があった。 

 ・来年も、さらに大きな形のシンポジウム又は学術フォーラムを開催したい。 

例）女子大やＪＳＴと協力 

   トップクラスの女性をパネリストに呼ぶ など 

 ・本小分科会について、産業界からのメンバーを増やすことを検討したい。 

 

（４）その他 

 次回は、学術フォーラム当日（６月１４日）１０時～１２時に男女共同参画分科会と合
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同で開催することとなった。 

 

 

以上 

 


